
平
成
二
十
二
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三
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一
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す
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嶺
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イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
及
び
自
衛
隊
派
遣
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
の
統
一
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
三
年
三
月
二
十
日
、
米
国
及
び
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
有
志
連
合
国
は
、
国
際
社
会
の
圧
倒
的
多
数
の
反
対
の
声
を

押
し
切
り
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
を
開
始
し
た
。
同
日
、
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首
相
は
武
力
行
使
へ
の
支
持
を
表
明

し
、
同
年
末
以
降
、
イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
き
、
戦
闘
の
継
続
す
る
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
派
遣
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
十
月
に
米
政
府
調
査
団
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
開
戦
の
最
大
の
根
拠
と
さ
れ
た
大
量

破
壊
兵
器
は
イ
ラ
ク
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
定
し
た
。
二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
は
、
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
自
身

が
誤
っ
た
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
こ
と
を
公
式
に
認
め
た
。
旧
フ
セ
イ
ン
政
権
と
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
間
に

一
切
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
も
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
米
上
院
情
報
特
別
委
員
会
が
公
表
し
た
報
告
書
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。自

衛
隊
の
イ
ラ
ク
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
が
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
航
空
自
衛
隊

の
空
輸
活
動
は
、
武
力
行
使
を
禁
止
し
た
イ
ラ
ク
特
措
法
第
二
条
第
二
項
、
活
動
地
域
を
非
戦
闘
地
域
に
限
定
し
た
同
条
第
三

項
に
違
反
し
、
か
つ
憲
法
第
九
条
第
一
項
に
違
反
す
る
活
動
を
含
ん
で
い
る
と
の
判
断
を
示
し
、
確
定
し
た
。

民
主
党
は
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
は
国
連
憲
章
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
法
の
原
則
に
違
反
し
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派

一



遣
は
憲
法
上
の
疑
義
が
あ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
、
政
府
の
対
応
を
批
判
し
て
き
た
。

昨
年
九
月
、
鳩
山
内
閣
が
発
足
し
た
。
日
米
両
政
府
は
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
か
ら
五
十
年
を
迎
え
た
今
年
、
日
米
同
盟

を
深
化
さ
せ
る
た
め
の
協
議
を
開
始
し
て
い
る
が
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
を
支
持
し
、
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
現
政
権
が
検
証
し
総
括
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
日
米
関
係
と
日
本
外
交
の
あ
り
方
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
の
統
一
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一

イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
は
、
国
際
法
に
違
反
す
る
と
の
認
識
か
。

二

航
空
自
衛
隊
及
び
陸
上
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
へ
の
派
遣
は
、
憲
法
に
違
反
す
る
と
の
認
識
か
。

三

イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
を
支
持
し
、
自
衛
隊
を
派
遣
し
た
当
時
の
政
府
の
判
断
は
、
誤
っ
て
い
た
と
の
認
識
か
。

四

イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
を
支
持
し
、
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
検
証
し
、
結
果
を
公
表
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


